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取 扱 説 明 書

ULTIMA シリーズハンドポンプ

単動シリンダ用型式

P-18 ・ P-39 ・ P-77 ・ 77-ALH

P-80 ・ P-801

複動シリンダ用型式

P39-4-WAY ・ P-84
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本製品の修理部品表は、グローバルエナパックのウ
ェブサイト、www.enerpac.com、最寄りの正規エナパ
ックサービスセンターまたはエナパックカスタマー
サービスにご連絡ください。

1.0 製品受取時の注意

全ての部品に運送中の損傷がないか目視で確かめて
ください。運送中の損傷は保証されません。運送中
の損傷が見つかった場合、すぐに運送業者に連絡し
てください。運送中に生じた損傷については、運送
業者が修理費や交換費を全て負担します。

安全上の注意

2.0  安全事項

指示、警告、注意は必ずよくお読み
ください。安全注意事項に従って、
システム操作中に人身事故や器物破

損が起こらないようにしてください。エナパック
は、不安全な製品の使用、保守の不足、製品及び又
はシステムの不正な操作から生じる損傷や怪我には
責任を負いません。安全注意事項及び操作に関して
疑問点があれば、エナパックのカスタマーサービス
までお間い合わせください。高圧油圧の安全に関す
る訓練を受けたことがない場合、担当している販売
店又は弊社サービスセンターの担当者にお問い合わ
せください。
 
以下の注意及び警告に従わない場合、装置破損や人
身事故の原因となる恐れがあります。  

注意は、装置やその他器物の破損を防止するため
の適正な操作や保守手順を示す場合に使われます。

警告は、人身事故を予防するために適正な手順や心
得が必要な潜在的な危険性を示します。 

危険は、重傷や死亡事故の原因となる恐れがある禁
止行為又は必須行為を示します。

警告：油圧機器を取り扱う際は、適切な
保護用具を装着してください。

警告：油圧によって支える荷物はきれい
にしておいてください。シリンダを荷揚
げのために利用する場合、絶対に荷重保
持には使用しないでください。荷物を揚

げ降ろした後は、必ず機械的なブロック（固定）を
施してください。

警告：荷物の保持には、必ず頑丈なもの
を使用してください。荷物を支持可能な
スチール製又は木製のブロックを慎重に

選んでください。どのような荷揚げ又はプレスであ
っても、油圧シリンダを絶対にシム又はスペーサー
として使用しないてください

危険：操作中は、人身事故を防止
するため、シリンダや作業物から
手足を離してください。

警告：装置の定格を超えないようにして
ください。シリンダの能力を超える重量
の荷揚げは絶対に行わないでください。

過荷重は、装置の故障や場合によっては人身事故の
原因となります。シリンダに設計されている最大圧
力は、70 MPa（10,000 psi）です。ジャッキやシリン
ダは、定格を超える圧力のポンプには接続しないで
ください。

警告:リリーフ弁の圧力は、72.5MPa 
(10,500psi)以上に設定しないでくださ
い。この上限を超えると、重大な人身事故

の原因となります。ポンプや構成部品が破損する原
因にもなります。

警告：システムの使用圧力は、システム内
の最低定格部品の圧力定格を超えないよう
にしてください。圧力計をシステムに取リ
付けて、使用圧力をモニターしてくださ

い。システムの監視は、各自が行ってください。

注意：油圧ホースを損傷させないでくだ
さい。油圧ホースは、敷設時に折り曲げ
たりねじったりしないでください。折れ

曲がったりねじれたホースを使用すると、大きな逆
圧が発生します。ホースを折れ曲がったりねじれた
ままにしておくと、ホースの内部が損傷して、早期
故障を引き起こします。 

ホースの上に重いものを落とさないで
ください。強い衝撃によって、ホース
内部のワイヤストランドが損傷する恐
れがあります。損傷しているホースに

圧力をかけると、破裂する恐れがあります。

重要：油圧装置は、ホースやスイベルカブ
ラを使って持ち上げないでください。安全
に移動させるために、キャリングハンドル
やその他の手段を用いてください。

注意：油圧装置は、火気や熱源から離
してください。過熱によって、パッキ
ンやシールが柔らかくなり、液漏れが
生じます。また、熱によって.ホース

材やパッキンが劣化します。最適な性能を保つに
は、装置を55℃（150°F）以上の温度にさらさない
でください。ホースやシリンダに対する溶接スバッ
タは避けてください。

危険：加圧されているホースには.触れな
いでください。加圧状態のオイルが漏れ
て皮膚に浸透すると、重大な人身事故の

原因となります。オイルが皮膚下にしみ込んだ場合,
すぐに医師の診断を受けてください。

警告：油圧シリンダは、必ず連結システム
で使用してください。カプラを接続してい
ないシリンダは使用しないでください。シ

リンダは、極度な過荷重を受けると部品が破壊されて
重大な人身事故の原因となります。
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3.0 製品情報

表 1 仕様 – ULTIMA シリーズ ハンドポンプ

ポンプ
モデル

ポンプ
タイプ
(段数)

1段 1段2段 2段

有効油量

 

cm3  

質量

 

kg

操作力 

 

N

吐出圧力

MPa

1ストローク吐出量

cm3

—

3.4

3.4

3.4

3.4 

—

—

16.38

16.38

16.38

16.38 

20

70

70

70

70

70

2.46

2.46

2.46

2.46

2.46

2.46

360

680

680

2195

4095

2195

5.0

6.2

7.1

10.7

14.0

11.7

157

372

P39-4-WAY 1 — —70 2.46 680 8.2 372

392

P77-ALH 2 3.4 16.3870 2.46 1200 7.0 392

343

343

343

 警告：荷揚げの前に、安定して設置され
ていることを確かめてください。シリンダ
は、荷物の重量に耐えることができる平面
に配置してください。適用できる場合は、

シリンダベースを使用してさらに安定性を確保してく
ださい。シリンダは、ベースやその他の支持物を取り
付ける際に、溶接したり変形させないでください。

荷物が直接シリンダのプランジャ上の中
心に置かれない状態は避けてください。
荷重は、シリンダとプランジャに相当な

ひずみを与えます。また、荷重が滑ったり落下して、
危険な状況を引き起こす恐れがあります。

荷物はサドル全面に渡って均等に配置して
ください。プランジャを保護するため、必
ずサドルを使用してください。

重要：資格を持った油圧技術者以外は、
ポンプあるいはシステム構成品の点検修
理を行わないでください。点検修理につ
いてはお近くの正規エナパックサービス

センターにご連絡ください。保証を受けるためには、
必ずエナパックオイルを使用してください。

警告：摩耗したり損傷した部品は、直ちにエナ
パックの純正部品と交換してください。市販の
標準部品は、破損して人身事故や器物破損の原
因となる場合があります。エナパック製の部品

は、高荷重に適合および耐えるように設計製造されて
います。

注意:ポンプを運搬する際は、必ずポンプ
を持ち上げるための輸送用ハンドルを使
用してください。ホースを持ってポンプ

を運搬すると、ホースとポンプが損傷するおそれがあ
ります。

3.1   ポンプの機能と主な部品

ポンプ機能の部位と主な部品については、図1～6を
参照してください。部品A～Gの説明については、表2
を参照してください。

A

B

B

C

D D

E

 図1: モデル P-18 と P-39

C

DD

G

図2: モデル P-39-4-WAY

A

B

C

DD

E

GG

図3: モデル P-77



4

P-18

リリーズバルブA リリーズバルブ リリーズバルブ リリーズバルブ

3/8" NPTF 油口
x 1

B
3/8" NPTF 油口

x 1
3/8" NPTF 油口

x 1
3/8" NPTF 油口

x 1

注油口C 注油口 注油口 注油口

取り付けスロットD 取り付けスロット 取り付けスロット 取り付けスロット

リリーフ弁E リリーフ弁 リリーフ弁 リリーフ弁

—F —
3/8" NPTF タンク戻

りポート

G — バイパス弁 バイパス弁

ポンプモデル

P-39 P-77

リリーズバルブ

3/8" NPTF 油口
x 1

注油口

取り付けスロット

リリーフ弁

—

バイパス弁

P77-ALH P-80

部品
(部位については図1

～4参照)

—

3/8" NPTF 油口
x 2

注油口

取り付けスロット

リリーフ弁

—

P39-4-WAY

—

—

A リリーズバルブ 4方弁

4方弁

B
3/8" NPTF 油口

x 1
3/8" NPTF 油口

x 2

C 注油口 注油口

D 取り付けスロット 取り付けスロット

E リリーフ弁 リリーフ弁

F
3/8" NPTF タンク戻

りポート
—

G バイパス弁 バイパス弁

ポンプモデル

P-801 P-84

部品
(部位については図1

～4参照)

A

B

E

表 2

表 2

D

G

図4: モデル P77-ALH

A

B

C

DD

E

F

G

図5: モデル P-80 と P-801

B

C

DD

E

A G

図6: モデル P-84

C

アルミ製

リザーバ
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P-18

リリーズバルブA リリーズバルブ リリーズバルブ リリーズバルブ

3/8" NPTF 油口
x 1

B
3/8" NPTF 油口

x 1
3/8" NPTF 油口

x 1
3/8" NPTF 油口

x 1

注油口C 注油口 注油口 注油口

取り付けスロットD 取り付けスロット 取り付けスロット 取り付けスロット

リリーフ弁E リリーフ弁 リリーフ弁 リリーフ弁

—F —
3/8" NPTF タンク戻

りポート

G — バイパス弁 バイパス弁

ポンプモデル

P-39 P-77

リリーズバルブ

3/8" NPTF 油口
x 1

注油口

取り付けスロット

リリーフ弁

—

バイパス弁

P77-ALH P-80

部品
(部位については図1

～4参照)

—

3/8" NPTF 油口
x 2

注油口

取り付けスロット

リリーフ弁

—

P39-4-WAY

—

—

A リリーズバルブ 4方弁

4方弁

B
3/8" NPTF 油口

x 1
3/8" NPTF 油口

x 2

C 注油口 注油口

D 取り付けスロット 取り付けスロット

E リリーフ弁 リリーフ弁

F
3/8" NPTF タンク戻

りポート
—

G バイパス弁 バイパス弁

ポンプモデル

P-801 P-84

部品
(部位については図1

～4参照)

A

B

E

表 2

表 2

D

G

図4: モデル P77-ALH

A

B

C

DD

E

F

G

図5: モデル P-80 と P-801

B

C

DD

E

A G

図6: モデル P-84

C

アルミ製

リザーバ

3 9

8 10 7

5 6 1

10 5 6 78

4 9 5 6 11 2

番号:
 1. シリンダ (単動)
 2. シリンダ (複動)
 3. ハンドポンプ
 4. 4方弁付きハンドポンプ
 5. ホース
 6. オスカプラ
 7. メスカプラ

 8. 圧力計
 9. ゲージアダプタ
 10. スイベルコネクタ
 11. 安全ホールディング弁

P39-4-WAY, P-84

P-18, P-39, P-77,P77-ALH, P-80, P-801

図5: 油圧接続 (一般例)

図6: シールテープの巻き方

4.0  取り付け

4.1  ポンプの接続

1. ポンプ油口ポートから出荷用プラグを外します。

2 リリーフ弁を目的の油圧リミットに調整しま
す。7.0節の説明を参照してください。

3. ホースをポンプに接続します。ネジ山のシールに
は、嫌気性ネジ山シーラー、Teflon®ペーストま
たは Teflon®テープを使用します。

重要:Teflon®テープを使用する場合、テープ片が油
圧システムに入らないように、テープの片端を継手
の雄ネジの1～2山残して貼り付けてください。図6を
参照してください。

4. 圧力ゲージは、安全性を高め、制御を容易にする
ために、ポンプと直列に並べて取り付けてくださ
い。 

雄ネジの１～２山残す

シールテープの巻き方向

ホース・継手の
ねじ込み方向
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  5. ホースをご使用のシリンダ、またはツールに
   接続します。

  a,単動シリンダでは、1本のホースをポンプから
シリンダに接続します。

b,複動シリンダでは、2本のホースを接続します。
   1本のホースをポンプのポート (A) からシリ
   ンダの押し側ポートに接続します。もう1本の
   ホースをポンプのポート (B) からシリンダの
   引き側ポートに接続します。

c,モデル P-80 と P-801 のみ外部の減圧弁を配管
   で使用する場合、弁のタンクポートをポンプの
   タンク戻りポートに接続できます。

注:図5に示されているシリンダ、ホース、付属品
は別売りです。ポンプに付属していません。ご利
用いただける構成部品と付属品の詳細について
は、Enerpacカタログをご覧ください。ご使用のシス
テムに必要な構成部品は、用途やその他の要因に応
じて異なります。

4.2  ポンプの空気抜き

ULTIMA シリーズハンドポンプは、エアーベントとし
て注油口が使用できる用に設計されています。注油
口プラグを必要に応じてゆるめて、システムから空
気を抜くことができますが、ポンプを使用する前に
は再取り付け、もしくは完全に閉めておいてくださ
い。

重要:油圧システムに汚染物が入るのを防ぐために、
注油口プラグをゆるめたり外した状態でポンプを操
作しないでください。

4.3  ポンプの位置

ポンプは、水平または垂直位置のいずれでも操作で
きます。図7を参照してください。

垂直位置で操作する場合、ポンプの吐出ポートが下
向になるようにしてください。吐出ポートを上側に
するとポンプが空気を吸い込み、圧力が適正に上昇
しません。

注:ポンプは逆位置(上下逆)で使用するように設計さ
れていません。

OK

O
K

図7: ポンプの向き

5.0  操作

5.1  ポンプを使用する前に

1. すべてのシステムの継手と接続がしっかり取り付
けられ、漏れがないことを点検してください。

2. リザーバのオイルレベルを点検し、必要に応じて
オイルを補充します。9.1節の説明を参照してく
ださい。

3. ポンプ操作前に、以下の使用上の注意を読んで理
解してください:

警告:状況によっては、ポンプハンドルが
「跳ね返る」おそれがあります。常にポ
ンプの側面で操作し、ハンドルの力線か

ら離れてください。

警告:ポンプハンドル操作中は、ポンプハ
ンドルと持ち上げ 輸送ハンドルの間に指
が挟みこまれたり、他の指詰めの危険性

がある部分から手と指を離してください。

注意:ポンプハンドルを操作する前に、ポ
ンプ油口ポートから出荷用プラグを外
し、必ず正規の油圧継手に付け替えてく

ださい。出荷用プラグを付けたままポンプハンドル
を操作すると、プラグがポートから勢いよく飛び出
し、人身事故の原因となります。

注意:ポンプハンドルに延長棒を追加しな
いでください。延長棒はポンプ操作を不
安定にさせる原因となります。

注意:機械的な損傷を避けるため、ポンプ
ハンドルが最遠端に達したら、それ以上
引かないでください。ポンプハンドルに

は、側面から力をかけないでください。

重要:高圧でのハンドルの反発を抑えるため、短めに
ストロークさせてください。最後の5度のストローク
で最大限のテコ作用が得られます。

5.2  2段吐出 
型式 P-77、P77-ALH、P-80、P-801、P-84

2段スピードポンプは、2段階の吐出になります。無
負荷では、ポンプは1段でシリンダを低圧で早送りし
ます。負荷がかかると、ポンプは自動的に2段に切り
替わって圧力を高めます。ポンプが2段に切り替わる
と、ポンプ作用に要する力が少なくなります。

注:最大限の性能を発揮させるために、ポンプハンド
ルは、高速フロー1段階中、適度な速さで操作してく
ださい。1段階でのハンドル操作が速いと、ポンプが
一回のハンドル操作で吐出できる吐出全量を送るの
が妨げられる可能性があります。
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注意:機械的な損傷を避けるため、ポンプ
ハンドルが最遠端に達したら、それ以上
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は、側面から力をかけないでください。

重要:高圧でのハンドルの反発を抑えるため、短めに
ストロークさせてください。最後の5度のストローク
で最大限のテコ作用が得られます。

5.2  2段吐出 
型式 P-77、P77-ALH、P-80、P-801、P-84

2段スピードポンプは、2段階の吐出になります。無
負荷では、ポンプは1段でシリンダを低圧で早送りし
ます。負荷がかかると、ポンプは自動的に2段に切り
替わって圧力を高めます。ポンプが2段に切り替わる
と、ポンプ作用に要する力が少なくなります。

注:最大限の性能を発揮させるために、ポンプハンド
ルは、高速フロー1段階中、適度な速さで操作してく
ださい。1段階でのハンドル操作が速いと、ポンプが
一回のハンドル操作で吐出できる吐出全量を送るの
が妨げられる可能性があります。

5.3  ポンプの操作 
型式 P-18,P-39,P-77,P77-ALH,P-80,P-801

上記型式のすべてのポンプモデルが単動シリンダで
使用するように設計されており、一体型のリリーズ
弁が装備されています。

1. リリーズ弁を閉じるには、ノブを停止するまで時
計方向に回します。図8を参照してください。

注意::リリーズ弁は必ず手で締めてく
ださい。工具で締めると、リリーズ弁が
損傷してポンプの不具合の原因となります。

2. ポンプハンドルを操作して、油圧をシステムに送
ります。圧力は、リリーズ弁が開かれるまで維持
されます。

3. リリーズ弁を開くには、ノブを反時計方向に回
します。圧力が放出され、オイルの流れがリザー
バに戻ります。

図8: リリーズ弁 (P39-4-WAY P-84以外の全モデル)

 注意:リリーズ弁のノブが回し難かったり
動かない場合、使用中のポンプを直ちに
停止してください。ポンプの検査と修理

は、Enerpac認定サービスセンターにご依頼ください。

5.4  ポンプの操作 

型式 P39-4-WAY P-84 には、4方向3位置制御弁が装
備されています。この製品は、複動シリンダと併用
するように設計されています。図9と10を参照してく
ださい。
1. 4方弁の位置レバーで以下の機能を選択できます。

 (A)作動油をポート「A」に向けて吐出し、ポート
   「B」から作動油をリザーバに戻します。

 
(N)ニュートラル  
   P39-4-WAYはシリンダへのポート「A」と「B」
   が閉じます。

   P-84はシリンダへのポート「A」と「B」が
   「P」と「T」のポート全てに開きます。
(B)作動油をポート「B」に吐出し ポート「A」
   からリザーバに作動油を戻します。

開 閉

B     A B     A B     A

(N)
警告:手動弁には、荷物を保持する装置は含
まれていません。 弁レバーをニュートラ
ル(N)位置に切り替える前に、ブロック、

機械的なスタンドまたはその他適切なサポートで、
荷物を支持してください。

(B) (A)

(N)

ポート
「A」

ポート
「B」

図10: 制御弁レバー位置とホース接続 (P-84)

B A B A B A

P T

P T

図 9.: 制御弁レバー位置とホース接続 (P39-4-WAY)

（A）ポート側45°（B）ポート側
45°

A ポートB ポート

（N）ニュートラル

（A）（B）

（A）（B）

（N）
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8. シリンダ出力が比較的小さい複動シリンダ
   に寸法の長いホースが使用されている場合、
   上記方法では完全に油圧システム内の空気
   を抜くのは困難です。上記方法で空気抜き
   ができない場合は次ページ図11.2を参照願
   います。

2. ポンプを操作して作業を行います。

3.  必要に応じて、弁の位置を変更します。

警告:両方のホースがポンプに接続されて
いる場合、必ず複動シリンダで操作して
ください。片方のカプラを接続していな

い場合、カプラの後ろに高圧がかかり、人身事故や
器物損傷の原因となります。

6.0  空気抜き

油圧システムから空気を抜くと、シリンダの前進後
退が円滑になります。

6.1  単動シリンダ付きポンプ

1. 以下の手順中は、注油口プラグをゆるめて外し、
リザーバの空気抜きを行います。

2.  リリーズ弁を閉めます。

3. ポンプをシリンダよりも高い位置で水平方向に置
きます。図11.1を参照してください。

4. シリンダは、プランジャ端が下になるように置き
ます (引きシリンダの場合は上)。 

5.  ポンプを操作して、シリンダを最遠端まで前進さ
せます。(引きシリンダを使用している場合は後退)

6.2  複動シリンダ付きポンプ

1. 以下の手順中は、注油口を数回まわしてゆるめて、
リザーバの空気抜きを行います。

2. ポンプをシリンダよりも高い位置で水平方向に置
きます。図11.1を参照してください。

3. シリンダは水平方向にポートを上に向けて置きま
す。

4. シリンダを2、3回完全に前進および後退させま
す。

5. シリンダの操作が円滑になるまで、必要に応じ
て、手順2～4を繰り返します。

6. 必要に応じて、オイルを補充します。9.1節を参
照してください。

7.  オイル注油口プラグを取り付けます。

7. シリンダの操作が円滑になるまで、必要に応じて
手順2～6を繰り返します。

8.　必要に応じて、オイルを補充します。9.1節を参照
してください。

9. 注油口プラグを取り付けます。

図11.1: 空気抜き

空気

空気

単動シリンダ

複動シリンダ

6.  リリーズ弁を開いて、シリンダを後退させます。 
(引きシリンダを使用している場合は前進)。これ
で、閉じ込められ空気がポンプリザーバの上方に
強制的に移されます。
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空気

空気

単動シリンダ

複動シリンダ

6.  リリーズ弁を開いて、シリンダを後退させます。 
(引きシリンダを使用している場合は前進)。これ
で、閉じ込められ空気がポンプリザーバの上方に
強制的に移されます。

CR-400（メスカプラ）

FZ-1614（ソケット）
CH-604（オスカプラ）

6.2.1 複動用ポンプのロングホース使用時の空気抜き方法

空気抜き用ツール

注油口（エアベント）

空気抜き用ツール

 1.出力の小さい複動シリンダにホースを接続した場合
    に、6.0 空気抜き（図 11.1) の方法でエア抜きを行っ
    てもシリンダ内の油量が少ないため、システム内の
    空気抜きが難しい場合があります。
 2.下記図のようなカプラとソケットで組まれた空気抜
    き用ツールを使用して、確実に空気抜きを行う方法
    です。
 3.空気抜き用ツールで A と B ポートを連結してくださ
    い。
 4.手動ポンプ本体をハンドルを操作できる程度の安定
    した机などの高い場所に置いてください。
 5. 空気抜きツールで連結したホース部分をポンプより
    低い位置になるようにしてください。

 6. 注油口を緩めて、空気が抜けるようにしてください。 
 7.切換弁のハンドルを A と B ポートのどちらかに切換
    てください。
 8.手動ポンプのハンドルを操作して、ホース内の作動油
    を吐出ポートからタンクへ循環させながら空気を抜
    いてください。
 9.使用するホース長さに応じてハンドル操作回数を増
    やしてください。
10. 上記の作業終了後 6.0 空気抜き（図 11) の方法でエア
    抜きを行ってください
12. 空気抜き後注口を閉めてください。
13. システム内の油圧力が安定しない場合は再度空気抜
    き作業を繰り返してください。

空
気

図11.2: 空気抜き

作
動
油
を

循環させる

作動油を循環させる。

作動油を循環させる。
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図9.2: 4方弁の接続図 (P-84) 

7.0  リリーフ弁の調整   

1. P39-4-WAY,P-84以外の全型式:0～100MPa目盛付
き圧力ゲージをポンプのオイル油口ポートに取り
付けます。リリーズ弁を閉じます (ノブが止まる
まで完全に時計方向に回し切ります)。

2. モデルP39-4-WAY,P-84のみ:0～100MPa目盛付き圧
力ゲージをポンプの「A」ポートに取り付けます。
高圧用プラグをポンプの「B」ポートに取り付け
ます。制御弁のレバーを (A) 位置に動かします。

3. 1/4" アレンレンチを使用して、リリーフ弁調整
ネジからダストプラグを外します。

 •  モデルP-18,P-39,P39-4-WAYでは、リリーフ弁
がポンプヘッドの上面に配置されています。
図12を参照してください。

 •  モデルP-77、P77-ALH,P-80,P-801,P-84では、
リリーフ弁がポンプヘッドの側面に配置され
ています。図13を参照してください。

注:以下の手順中に正確な設定を行うために、圧力は
目的の最終設定以下に一度降圧してから、最終設定
に達するまでゆっくりと上昇させてください。

4. 7/32" アレンレンチを使用して、リリーフ弁の調
整ネジを2回転ほどさせてゆるめます。図14を参
照してください。

5. ポンプハンドル操作中は、リリーフ弁調整ネジ
を圧力が目的の設定に上昇するまで、時計方向
にゆっくり回します。圧力設定は、それ以上のポ
ンプ作用でさらに高い圧力の上昇が圧力ゲージで
読み取れなければ圧力設定は完了です。

 警告:リリーフ弁の圧力は、72.5MPa以上
に設定しないでください。この上限を超
えると、重大な人身事故の原因となりま
す。ポンプや構成部品が破損する原因に
もなります。

6. P39-4-WAY,P-84以外の全モデル:目的の設定が得
られた後、リリーズ弁を反時計方向に回してシス
テムの圧力を逃がします。圧力ゲージがゼロを指
していることを点検します。

7. P39-4-WAY,P-84のみ:目的の設定が得られた後、
弁のハンドルを (N) ニュートラル位置に動かし
て、システムの圧力を逃がします。圧力ゲージが
ゼロを指していることを点検します。

8. P39-4-WAY,P-84以外の全モデル:圧力ゲージを
ポンプのオイル出口ポートから外します。ダスト
プラグをリリーフ弁調整ネジに取り付け直します。 

9. モデルP39-4-WAY,P-84のみ:圧力ゲージをポンプの
「A」ポートから外します。パイププラグをポン
プの「B」ポートから外します。ダストプラグを
リリーフ弁調整ネジに取り付け直します。

プラグ

図12: リリーフ弁 (P-18,P-39,P39-4-WAY)

プラグ

図13: リリーフ弁 (P-77,P77-ALH,P-80,P-801,P-84)

減圧                                   加圧

図14: 逃がし弁調整ネジ

8.0  バイパス弁の調整

モデルP-77,P77-ALH,P-80,P-801,P-84

バイパス弁は、2速ポンプが高速から1段から2段に切
り替わるときに、圧力を制御します。図15を参照し
てください。

バイパス弁は、工場出荷時に設定されているため、
ポンプのオーバーホールまたは修理時以外は、再調
整の必要はありません。必要に応じて、Enerpac認定
サービスセンターに再調整をご依頼ください。
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バイパス弁

図15: バイパス弁(P-77,P77-ALH,P-80,P-801,P-84)

9.0  メンテナンス

ポンプには、ポンプの寿命を延ばし、製品保証が有
効になるように、必ずEnerpac油圧オイルを使用して
ください。一部のハンドポンプモデルには、Vitonお
よびエチレンプロピレンゴムシールキットを使用で
きます。これらの製品および用途に関する詳細につ
いては、Enerpacにお問い合わせください。。

9.1 ポンプへのオイル補充

警告:オイル補充時には、シリンダを完全
に後退させてください(プルシリンダの場
合は前進させてください)。これを怠る

と、リザーバ容量を超えるオイルがシステムに注入
されます。

オイルレベルは常に点検し、必要に応じてオイルを
補充してください。以下の手順を参照してください。

1. ポンプを平らな面に水平方向に置きます。

2. 注油口プラグをリザーバから外します。

3. オイルレベルを点検します。図16を参照してく
ださい。オイルレベルが低い場合、オイルが注油
口プラグ開口の一番下のネジ山に達するまで補充
します。

重要:オイルを入れすぎないでください。リザーバ
内にいくらかの空気層がなければ、適正に作動しま
せん。リザーバにオイルを入れすぎると、真空状態
になり、ポンプ作動中にオイルの流れが妨げられま
す。

4. オイル補充後、注油口プラグを取り付けます。
プラグが完全に取り付けられているか(ゆるんで
いないか)確認してください。

5. 必要に応じて、システムから空気を抜きま
す。6.0節を参照してください。空気を抜いた
後、オイルレベルを再点検します。

注油口プラグ

満タン

番下のネジ山まで入れる

図16: リザーバのオイルレベル

警告:リザーバに容量を超えるオイルを戻
さないでください。

9.2  オイル交換

12ヶ月毎に1回リザーバからすべてのオイルを抜き取
り、Enerpacオイルを交換してください。ポンプが汚
れた環境で使用されている場合、オイルをさらに頻
繁に交換してください。

1. 注油口プラグをリザーバから外します。

2.  ポンプを傾け、使用済みオイルを排出します。

 重要:使用済みオイルの廃棄は、該当するすべて
の法律および規則に従ってください。

3. 新品のEnerpacオイルをリザーバに注入します。
詳細については、9.1節を参照してください。

4. 注油口プラグを取り付けます。

9.3  潤滑

ポンプの寿命を延ばし、性能を向上させるには、3本
のポンプハンドルピンをローラーベアリンググリー
スで定期的に潤滑してください。図17を参照してく
ださい。

ピン1

ピン3ピン2

図17: 潤滑箇所

警告:ポンプの注油口プラグには、一体型
の圧力逃がしパスがあり、この安全機能
により、リザーバの過剰な加圧が防がれ

ます。ポンプに付属の注油口プラグまたは同一仕様
のEnerpac純正交換プラグを必ず使用してください。
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9.4  油圧配管を清潔に保つ

使用していないカプラには、必ずダストキャップを
取り付けてください。ポンプおよびその他の構成部
品の故障を防ぐために、あらゆる事前手段を使用し
て、ほこりや異物がシステムに混入しないように保
護してください。

10.0  トラブルシューティングガイド 

トラブルシューティングチャートガイドの情報(表3
参照)は、起こり得る問題点の診断および是正に役立
てることを目的としています。

システムの障害は、ポンプの不具合が原因の場合と
そうでない場合があります。問題の原因を特定する
には、あらゆる診断手順でシステム全体を点検する
必要があります。

修理サービスについては、最寄りのEnerpac認定サー
ビスセンターにお問い合わせください。ポンプまた
はシステム構成部品の整備は、必ずEnerpac認定サー
ビスセンターにご依頼ください。

シリンダが前
進しない。あ
るいは、ゆっ
くりまたは急
激に前進する

シリンダは前
進するが、圧
力が保たれな
い。。

シリンダが後
退しない、途
中まで後退す
る、あるいは
通常よりもゆ
っくり後退
する

1. ポンプリザーバのオイルレベ
ルが低い 。

2. リリーズ弁が開いている、ま
たは完全に閉じていない。

3. リリーフ弁の設定が低すぎる。

4. 油圧カプラが適正に接続され
ていない。

5. 負荷が大きすぎる

6. システムに空気が混入してい
る。

7. リザーバのオイルが多すぎる。

8. シリンダプランジャが拘束さ
れている。

1. 接続部からの漏れがある

2. シールからの漏れがある。

3. ポンプ内部で漏れがある。

4. バイパス弁の設定が低す
ぎる。(モデルP-77,P77-ALH
P-80,P-801,P-84)

1. リリーズ弁が閉じている。

2. リザーバのオイルが多すぎる。

3. 油圧カプラが適正に接続され
ていない。

4. システムに空気が閉じ込めら
れている。

5. ホースの内径が小さすぎる。

6. リンダ後退バネが壊れている、
またはシリンダが破損してい
る。

7. 配管内のバルブが閉じられて
いる

1. 9.1節の説明に従ってオイルを補充してください。

2. リリーズ弁を閉じてください。

3. 7.0節の説明に従ってリリーフ弁の圧力を設定してくだ
さい

4. すべてのカプラが完全に締め付けられているか点検して
ください。

5. 定格を超える荷重を持ち上げないでください。

6. 6.0節の説明に従って空気を抜いてください。

7. リザーバから余分なオイルを抜いてください。

 注意:シリンダが通常に動作している場合に、ポンプの
注油口プラグをゆるめると、リザーバのオイルがあふれ
ることがあります。

8. シリンダが損傷していないか点検してください。シリン
ダの整備は、Enerpac認定サービスセンターにご依頼く
ださい。

1. すべての部品をしっかり接続して、漏れがないか点検し
てください。

2.  漏れている箇所を突き止めて、装置の整備をEnerpac認
定サービスセンターにご依頼ください。

3. ポンプの整備をEnerpac認定サービスセンターにご依頼
ください。

4. バイパス弁設定の調整をEnerpac認定サービスセンター
にご依頼ください。

1. リリーズ弁を開いてください。

2.  リザーバから余分なオイルを抜いてください。

 注意:シリンダが通常に動作している場合に、ポンプの
注油口プラグをゆるめると、リザーバのオイルがあふれ
ることがあります。

3. すべてのカプラが完全に締め付けられているか点検して
ください

4. 6.0節の説明に従って空気を抜いてください。

5. 大きな口径の油圧ホースを使用してください。

6. シリンダの整備をEnerpac認定サービスセンターにご依
頼ください

7. 配管内のバルブ(使用している場合)が正しく設置されて
いるか確認してください。

 表3: トラブルシューティングガイド - ULTIMA シリーズ ハンドポンプ

 症状 考えられる原因 解決方法

注意:最寄りのEnerpac認定サービスセンター所在地については、www.enerpac.com をご覧ください。
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11.0 保証

(1) 保証の範囲

  保証の範囲は日本国内で購入され、日本国内で使用

  した場合に限ります。

（2） 保証期間

  ご購入日より 1年間

（3） 保証事項

  通常のご使用で当社の責任に起囚する材料、製造上

  の欠陥が上記保証期間内に発生した場合は、出張修理

  には対応しておりませんので、商品を弊社に戻して頂

  いて調査確認後に、無償修理または新品と交換を致し

  ます。原則的に調査報告書もお受け致しておりません。

  また、欠陥や故障に付随して発生する二次的損害およ

  び製品の取外し、取付けに関するなどの附帯費用に関

  して、当社は一切の保証および責任を負いませんので

  ご了承ください。

（4） 保証適用除外事項

  ① 製品の誤った選定、誤ったシステムの下で生じ

     た事故、それに伴う他の損害が発生した場合。

  ② 当社に相談や了解なく変更や、改造された場合。

  ③ 過酷な使用による消耗部品の損傷や磨耗による

     場合。

  ④ 当社製品が装置や設備等に組み込まれた事故

     に対する損害。

  ⑤ 当社製品の故障によって誘発される損害。

  ⑥ 自然災害による損害。

（5） 特記事項

  ① 海外で購入された場合は有償修理になります。

  ② カタログ標準品を輸出された場合は、海外の当

     社グループ会社が有償修理致します。

  ③ 特注品を輸出する場合は、事前にアフターサー

     ビスについての契約がされていないと、現地修

     理は受け付けないことがあります。
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